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Ⅰ 一般学習目標  

  医学に特化して、学術目的の英語力を磨き、習熟する。アカデミックな英語を深く正確に読むこと、聞いて 

 理解すること、医学論文執筆の基礎、発表の仕方の基礎を習得する。  

 

Ⅱ 個別学習目標  

  １．医学に特化した、アカデミックな英語を正しく理解する（readning）。  

  ２．医療関連の記事の内容を理解する。  

  ３．医学論文の内容を理解する。  

  ４．医療に関わる表現を聞いて理解する（listening）。  

  ５．医学に特化した学術目的のディスカッションをする（speaking）。  

  ６．医学論文の書き方の基礎を学ぶ（writing）。  

  ７．医学に特化した学術英語語彙の語源を理解する。  

  ８．医学に特化した学術英語語彙の語源の習得のためのラテン文法を理解する。  

  ９．医学に特化した学術英語語彙の語源の習得のためのギリシア文法を理解する。  

  10．医学論文の構造を学ぶ。  

 

Ⅲ 教育内容  

  ・臨床の場で使われる英語を教授する（メーメット、5月25日 ※木曜4･5限）  

  ・医学論文の正しい読解の仕方を教授する（全員）  

  ・医学に特化した英語語彙の語源（ギリシア語）に触れながら、ギリシア語文法を教授する  

   （勝又、4月21日、5月19日、6月16日、6月30日 ※金曜4･5限）  

  ・医学に特化した英語語彙の語源（ラテン語）に触れながら、ラテン文法を教授する  

   （廣田、4月13日、4月20日、4月27日、5月11日、5月18日 ※木曜4･5限）  

  ・基礎的な医学論文の構造を教授する（全員）  

  ・基礎的な医学論文の執筆の仕方を教授する（全員）  

 

Ⅳ 学習および教育方法  

  テキストが与えられた場合には、辞書を引いて予習することが必要である。授業中に翻訳するよう求められ

 たり、作文するよう求められたりすることがある。また、テーマについて、英語でディスカッションを行った

 り、エッセーを書いて発表したりすることがある。  

 

Ⅴ 評価の方法  

  評価は、試験により行う。授業中の発表の出来、エッセーなどの提出物の出来も加味する。  

 

Ⅵ   推薦する参考書  

  『講義録 医学英語 Ⅱ 科学英語への扉』（メジカルヴュー社）  

  松平千秋・国原吉之助『新ラテン文法』（東洋出版）  

  水谷智洋『古典ギリシア語初歩』（岩波書店）  


